
令和５年度 入学式式辞 

 

 例年より少し早い春の訪れを感じる本日ここに、御来賓、保護者の皆様の御臨席を賜り、令和５

年度入学式を挙行できますことを大変うれしく思います。 

ただ今名前を呼ばれました１１７名の皆さんの入学を、在校生及び教職員一同、心から歓迎しま

す。 

 

さて、私が新入生の皆さんにこの場でお伝えしたいのは一つだけです。 

「高校に入学したら、自分の殻を破ってください。」みなさんには生まれてから中学校 3年生までの

間で、自分の中で作ってきた限界があるのだと思います。「自分は勉強ができない」と思っている

人。勉強ができないのではなく、勉強の仕方を知らなかっただけです。勉強も部活動も友人関係も

家族関係もこれからいくらでも変化して行きます。「自分にはできない」「自分はこんな人間だ」と

決めつけるのはやめてください。皆さんたちが勝手に限界を決めていただけです。 

新しい生命が誕生するのは、卵が内側から雛のクチバシで壊される時です。外から壊せば、命は失

われます。大切なことは「自分の力で」内側から殻を破るということです。我々大人が無理矢理外

から殻を破ることはできないのです。 

もう一度言います。自分で勝手に限界を決めず、勉強でも部活動でも人間関係でも新しい自分に挑

戦してください。それができるのが高校です。待っていても誰もあなたを変えてはくれません。こ

れから始まる高校生活で、助けを借りても、時間がかかっても、失敗してもいいので、自分の力で

自分の意志で殻を破り、自分を成長させてください。大湊高校の教員は皆さんたちに外の世界の素

晴らしさを伝え、殻を破る勇気を与え続け、自分の力で殻を破る皆さんを見守っていきます。 

 

皆さんの中学校生活は感染症と共にありました。沢山の制約があったことと思います。けれども

その全てが不運なことではなかったはずです。部活動が制限され、休校になり、家族と過ごす時

間、自分自身のことを考える時間が沢山あったと思います。人との関係も活動も、制限されて初め

てその価値に気づくものです。制約の中で過ごした中学校生活で、気づいたり、後悔したことを武

器に、これからの高校生活をスタートさせてください。大きな歴史の転換点に立つ皆さんが、アフ

ターコロナの新しい時代を作っていくのだと思います。 

 

大湊高校は日本で一番「悩める」学校です。どの系列に行くか、どの授業をとるか、どんな活動

に参加するか、一つ一つを自分事として悩み、考え、自己決定を積み重ねてください。それがやが

て、社会の中で責任ある大人として「豊かに」「自由に」生きていく土台になるはずです。 

 

新入生の皆さん。改めて入学おめでとうございます。大湊高校は皆さんに様々な選択と挑戦の場

を提供します。悩む時間を与え、失敗を許容し、教職員は皆さんとともに歩みます。皆さんの３年

間が実り多いものであることを心から願って令和５年度入学式式辞といたします。 

 

令和５年４月７日 青森県立大湊高等学校 校長 千葉栄美 


